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第１章 本ガイドブックの目的 
 

１－１ はじめに 

 

本事業は、「受講者の特性に対応した教育訓練手法の構築・普及促進事業（教育訓練手

法構築実施団体等）」として厚生労働省から委託を受け、多様な事情や背景を持つ人に、

その特性に対応するための職業訓練パッケージを開発し、募集、訓練受講開始から修了ま

で、そして就職に導くことを目的として実施するものである。当法人では、「長期離職者

又は離転職を繰り返している方」を対象にした職業訓練パッケージを開発した。中でも、

特に多いと想定されるのは、「出産や育児を機に離職し、就職を目指す子育て中の女性」

であると考え、この対象者を中心として、長期離職もしくは離転職を繰り返す女性に向け

た職業訓練パッケージの開発として事業を展開した。 

当法人で行う事業名は、「DX推進ができる ICT活用サポーター養成訓練プログラムの開発

とその実効性を高める地域密着型女性求職者トータルサポートシステムの構築」とし、ICT

活用及び自律的にキャリア形成ができる人材の育成を目指す事業とした。尚、「ICT 活用サ

ポーター」とは、学校や企業の現場で達成したい目標に対して、ICT 機器やツールをうまく

選定・活用でき、業務効率を上げられるサポート人材というイメージである。 

展開にあたっては、ターゲット層の中でも、特に潜在就労女性（現在は具体的な就職活

動をしていないが、いつか働きたいと考えている女性）に焦点を当て、それに整合する具

体的な方策を検討・立案、実行した。様々な制約の中で不安を抱える女性達が一歩を踏み

出し、自発的にキャリア形成を行うための伴走支援と、その意欲喚起を行うためのマーケ

ティング戦略に基づく手法を用いたアプローチを組み合わせて実行することで、目的の完

遂を目指した。 
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１－２ ガイドブックについて 

 

本事業は、令和５年度から６年度にわたり試行を複数回実施して改善をしながら、開

発職業訓練パッケージのブラッシュアップを行って完成することを目指した事業であ

る。試行名は「ICT ステップアッププログラム」とし、学ぶことでステップアップ（成

長）していく姿をイメージできるようにした。尚、３回目の試行（前期・後期）を、そ

れまでの試行の経験を活かした「完全版」とした。 

それぞれの試行では、ICT、Google、Microsoft365・Teams、そしてキャリアや就職活

動方法について学ぶ。また、試行 2 回目以降はタブレット（iPad）操作、そして試行 3

回目では Canvaを活用した動画作成も学習する。 

 

試行回 職業訓練期間 

１ 回 目 トライアルコース 令和６年１月 29日から令和６年２月 29 日 

２ 回 目 ベーシックコース 令和６年９月３日から令和６年 10月 31 日 

３回目前期 令和６年９月３日から令和６年 12月２日 

３回目後期 アドバンスコース 令和６年 10月１日から令和６年 12 月 25日 

※試行３回目前期は、試行２回目修了後に動画作成ユニットの厳選内容を追加し

たコースである。 

 

当ガイドブックは、その構想から実行の状況を記録したものである。併せて、本事業

で開発・構築した包括的な支援の仕組みである「トータルサポートシステム（メンター

制 1on1 型の伴走支援）」の実施ポイントについても記載している。 

トータルサポートシステムとは、「メンター制１on１型の伴走支援」であり、支援者

が受講者のメンターとなり、受講者を側で「伴走」しながら、学習面および心理面等を

トータルにサポートすることである。このトータルサポートシステムにより、受講者の

受講継続、意欲喚起、就職、キャリア形成、不安の解消等を目指す。 

当ガイドブックは、記載するシステムやノウハウがあまねく共有され水平的展開が進

むことで、全国的な教育訓練のさらなる普及と充実、成果の向上につながることを目指

している。 
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第２章 具体的展開の手法 

 

２－１ 潜在就労女性へのアプローチ ～マーケティング戦略の実施～ 

試行の実施にあたり、対象者である子育て女性の現状と需要を理解するための「市場調

査」を行い、その結果に基づき対象者の興味を引き出すための「ブランディング」、就職

への関心と意欲喚起、サービス認知のための「広報宣伝活動」を展開した。以下、それら

について説明する。 

 

①市場調査 

 

（ア）ペルソナ（子育て女性）の生活スタイルを理解 

 

【受講しやすいスケジュールの設定】 

 

本事業は、対象者のペルソナとしては子育て中の女性が主で、中でも比較的小さ 

な子ども（未就学、未就園児）を持つ母親ではないかと想定し、その層を主なター 

ゲットと考えた。 

近い将来に就労するための準備として学びたいという女性は多いが、子どもを同

伴しての職業訓練受講は難しく、預け先を見つけることができない人が多い。また子

どもが就園・就学中でも日々の送迎や急病時の対応ができなくなるという理由で受

講を断念するケースも散見される。 

 

本事業は、そのような女性が現在の状況を変えることなく受講できるよう、生活ス

タイルに合ったプログラムを提供した。具体的には、講座時間を幼稚園の保育時間に

合わせ、午前中のいわゆる“すきま時間”を利用した９時 30 分～12 時 50 分で設定

し、１日の講座時間を午前中の３時間程度とした。実施時期においても、子どもが学

校や幼稚園に慣れており、かつ長期休暇と重ならない日程で設定し、通いやすさを維

持した。 

またオンラインおよびオンデマンド学習を可能とし、無理なく一歩を踏み出して

徐々にステップアップできるスケジュールとすることで、学びのある生活の楽しさ

を体験し、就労へのイメージも持てるようにした。 
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（イ） 離職後の再就労における障壁を探る 

 

【安心安全の託児、交通至便な場所での会場設定】 

 

厚生労働省「令和４年度 仕事と育児等の両立支援に関するアンケート」では、 

出産・育児を理由に離職した女性に対し、離職当時に想定していた「子どもの年齢ご

との両立のあり方」について尋ねている。 

それによると、「仕事を辞めて育児に専念」は子どもの年齢が上がるにつれて減少

しており、一度離職してもいつかまた働きたいという女性が多いと考えられる。この

割合は、特に子どもが３歳を越えたころから減少幅が大きくなっており、幼稚園入園、

小学校入学などを機に働くことを想定しているとみられる。それ以下の年齢の子ど

もは在宅の未就園児であることが多く、小さな子どもを抱えながらの再就職に様々

な障壁が存在する。  

再就労にあたっては、家族のスケジュールや家事の進め方の調整など、世帯の生

活スタイルの再構築が必要になることが少なくない。緻密な調整が必要な例として、   

子どもの保活（自身の子を保育施設に入れるために、保護者が行う諸活動）がある。

女性達は保育施設を選ぶ際、保育の特色や時間、空き状況だけでなく、とりわけ、

自宅・勤務先・保育施設の位置関係や移動経路を重視する。保育園と職場が反対方

向であったり園の駐車場が離れた場所にあったりするなど移動の動線が非効率にな

ると、通勤で大きな負担になるためである。 

これは再就職前のリスキリングにおいても同様であり、数多くあるストレス要素   

をいかにクリアし、安心して学びに集中できる環境づくりを行えるかがその成否に   

関わる重要な要素となる。本事業においては訓練実施会場の近くの場所で未就学児

の託児を無料で提供し、女性が自分で預け先を確保するストレスを排した。また訓

練および託児の会場は近隣に駐車場が多く公共交通機関も利用しやすい場所とし、

移動動線にかかるストレスの軽減も図った。 
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出典：厚生労働省委託事業  

令和４年度 仕事と育児等の両立に関する実態把握のための調査研究事業 

          仕事と育児等の両立支援に関するアンケート（労働者調査） 

 株式会社日本能率協会総合研究所 
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（ウ） ICT 支援員の働き方の理解 

 

【現支援員と雇用主へのヒアリング】 

 

職業訓練パッケージの開発にあたっては、修了後の就職先をイメージし、その職業

が求めるスキルをカリキュラムで網羅する必要がある。 

また、受講者にも、修了後にできる働き方や就職先等、近い将来のゴールを明示す

ることが重要である。女性達が就労するイメージを作りながら受講できるようになる

ことで、モチベーションの維持向上と修了後の積極的な就職活動につながり、結果と

して本事業の目標達成に近づくものと考えられるからである。 

就労イメージを持ちながら訓練を進めるためには、様々な働き方や就職先に関す

る情報を提供し、理解を深めてもらうことが必要となる。それは各仕事の社会背景や

存在意義、業務内容といった一般的な情報だけでなく、「自分にもできそうか」の判断

と「やってみたい」という意欲喚起ができるような情報を提供できるかが鍵になる。 

例えば、本事業で訓練終了後に想定される働き方の一つとして挙げている「教育現

場での ICT支援員」は、近年そのニーズが高まっている。柔軟な働き方が可能で、子

育て中の女性にも適した職業であると考えられるが、まだ認知度は十分ではない。そ

こで、実際に従事する支援員やその雇用主に対する調査（アンケート及びヒアリング）

を行って現場の声を収集し、受講中にその情報を提供した。 

具体的には、山口県内の教育現場で活動している ICT支援員の性別や年代、勤続年

数、資格の保有状況等を調査したが、比較的新しい仕事で勤続３年未満の人が６割弱

であること、保有資格は様々だが情報より教育技術を専門とする支援員もいること

等の情報が分かった。ICT 支援員という仕事をより身近なものとしてとらえ、さらに

実際に自分が支援員として働く生活スタイルをより明確にできることを目指した支

援を行った。 
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ICT支援員の現状  ～ICT支援員へのアンケート調査報告書から～ 

 

ICT支援員の年代              性別 

 

 

 

 

 

 

 

勤続年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICT 支援員に関して取得している資格 
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ICT関連の取得している資格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：ICT 支援員へのアンケート調査報告書  学校法人 YIC 学院 

調査日程：令和 5 年 12 月 26 日～令和 6 年 1 月 20日 

調査対象者：山口県内の市町村及び教育委員会に採用されている ICT 支援員 

 および企業に登録し ICT 支援員として活動している人 計 36 人 

  有効回答数：26 件（有効回収率 74.3％） 
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②ブランディング 

 

（ア）自分がターゲットだと感じる「ジブンゴト」キャッチフレーズの作成 

 

【わたし×ＩＣＴ＝あたらしい働き方】 

 

本事業で想定した対象者層にアプローチして受講につなげるためには、開発職業

訓練パッケージ業のコンセプトや内容を的確に伝え、それに価値（＝メリット）を感

じてもらうことが必要である。そしてどの場面でも同じ価値を感じられるような一貫

性のあるアプローチを行い、ブランド化を図ることで、その効果は高まっていくと考

える。 

今回、本事業においてはブランディング戦略の一つとして「価値の言語化」と「デ

ザインによる世界観の表現」を目指すこととした。具体的には、チラシをはじめとす

るすべての場面（媒体）で同じデザインを用い、そこに共通のキャッチフレーズを 

載せるようにした。 

子ども第一の子育て女性にとっては自分のことは常に二の次で、自分のことを後

回しにして自分のことを考えることに罪悪感を抱くことさえある。キャッチフレーズ

の作成に当たっては、「これは自分向きである」「自分が今 ICTを学ぶ必要がある」と

いった当事者意識を持てる、さらにはその先の新しい自分への可能性を感じられるひ

とことになるように検討を重ね、「わたし×ICT＝あたらしい働き方」に決定した。 

 

（イ） ブロックレイアウトを意識 

 

【多くの情報を一目でわかるよう伝える】 

 

広告宣伝に対する消費者の心理的プロセス理論「ＡＩＤＭＡの法則」によると、人

は商品やサービスの購買に至るまでに「注意→関心→欲求→記憶」の４段階を経ると

いう。４つの段階すべてをクリアしてはじめて、商品を買うという行動に移るのであ

る。 

その点で、チラシは最初に人々の目に触れ、注意を引くための重要なツールであ   

るといえる。さらに、人はチラシを目にして１秒にも満たない時間で「読み進めるか、

読まないか」を直感的に判断するともいわれている。 
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多くの女性を申込まで導くには、まず一瞬で注意を引き、次の段階まで進められる

ような力のあるチラシが必須と考え、そのデザインについてターゲット層   に適

合したものになるよう検討を重ねた。具体的には、訴求ポイントを項目ごとに分けて

構成する「ブロックレイアウト」を採用し、またデザインにおける視線誘導の法則の

一つ「Ｚパターン」にのっとり、「Ｚ」状に流れる人の自然な視線の動きに合わせてブ

ロックを配置した。これにより制約が多く多忙な子育て女性が見つけやすく読みやす

いデザインになり、ブランド価値を的確に伝えることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チラシにおけるブロックレイアウト（水色の囲い）と視線の動き（赤色の矢印） 

 

（ウ）対象者にとって魅力的なキーワードを散りばめる 

 

【限定 30 名・無料・託児付・オンライン】 

 

チラシでは女性の受講前の不安や罪悪感を取り除けるような当事業の特徴を短い

言葉で表現し、それらを目に留まりやすい上部に配置した。具体的には、受講期間や
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料金、託児、子どもの急病時対応等女性が受講をためらう要素について、「受講無料・

託児無料・オンライン受講あり」等の簡潔な言葉で明記した。そして最初に目に留ま

るといわれている左上部分にキャッチフレーズを配置した。単なる訓練名称ではなく、

受講により実現できる姿を表現するフレーズとしている点がポイントである。これに

より、まずターゲット層の目に留まり、安心して受講できるプログラムであることを

理解してもらうことができた。 

 

（エ）学びの後に繋がる未来を可視化 

 

【こんな働き方・・・の例示】 

 

修了後に想定される働き方や就職先等を明示し、受講中から就労イメージを持つ

ことはモチベーションの維持向上や積極的な就職活動につながるが、これらの情報を

受講前に示すことも非常に有効である。 

訓練により変わる自分の未来の姿、得られる価値を事前に明確にすることでター   

ゲット層の興味や欲求を高め、行動（受講申込）に導くことができる。またこれは

キャッチフレーズの「わたし×ICT」の答えである「あたらしい働き方」の内容を示す

ことに等しく、キャッチフレーズに注目した人が内容を読み進めるうちに理解が進み、

ブランド価値がより詳しく伝わる仕組みとなっている。 

本事業では、チラシに「例えばこんな働き方・・・」として３つの例を挙げた。い

くつかの例を明示することで、それまで知らなかった職業や働き方を知るきっかけと

なり、それを目指す女性の受講が増える可能性も秘めている。また、過去の受講者の

体験談を掲載し、同じような境遇の人が受講、修了していることを打ち出した。これ

により「私にもできるかも」という安心感を与え、「これならできそう」という意欲

を喚起できる内容となった。 
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（オ） プログラムをスモールステップに再構築 

         

【ひと目でわかるスケジュール】 

 

チラシを見て本プログラムに関心を持った人は、次は詳細を知りたいと思うよう

今回のような職業訓練を実施する場合のよくある記載例 

自分の受講する姿・資格取得後の働き方が 

イメージできる記載へ 
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になる。 

スケジュールや学習内容等の詳細は表面下部や裏面に記し、情報収集に時間をか

けることが難しい子育て女性にもひと目で的確に伝わるように工夫した。違和感なく

読み進めることができるよう、色づかいやフォント、構成は両面で統一し、内容も同

様に、長い文章は避けて短文やキーワードを組み合わせるブロックレイアウトとした。

例えばスケジュールは訓練内容を４つの小さなステップに分けてそれぞれの学習

テーマを掲げ、対面・オンライン・オンデマンドのそれぞれの学習形式とその時間数

とともに、1 週間の受講スケジュールの例をチラシに表示した。 

関心を持ったものの、「講座レベルが自分に適しているのか」、「全日受講できるの

か」といった不安を抱える女性も多い。これらの表示でも、見ることで自分の不安が

解決されている講座であるとわかり、不安の軽減のみならず「自分にもできるかも」、

「やってみたい」という意欲喚起につなげ、子育て中でも学ぶ自分の姿をイメージで

きるようにした。 

 

（カ） 専門用語の使用を控え、未経験者等にもわかりやすい表現に 

 

【講座名をわかりやすく表記】 

 

再就職を考える際、離職期間の長い人ほど、「自分の知識技能が通用するか」を不   

安視する傾向にある。デジタル化が急速に進む現代においては、知識やスキルの陳腐

化スピードも速まっているといわれ、「再び社会で通用するレベルまでアップデート

できるのか」という不安も強くなっているとみられる。リスキリングの必要性が叫ば

れる昨今、興味ある分野の学びに取り組む人も多いが、ICT 分野に苦手意識があるた

めに二の足を踏む、という声もしばしば聞かれる。 

本事業はまさにこのような女性をターゲットとしており、安心して受講できる内   

容とサポート体制を整えている。一人でも多くの女性を受講申込に導くには、チラ   

シの表裏両面に魅力的なキーワードを散りばめ、ターゲット層に適合した表現で訓練

内容を説明し、安心して受講できるプログラムであることを理解してもらうことが必

要になる。チラシでは専門用語や略語等の難解な言葉の使用を控え、未経験者や初心

者でもイメージしやすい平易な言葉で表現することに努めた。例えば「ICT 概論」は

「ICT の基礎」や「ICT ってなに？」へ変え、「Ｍ365 を学ぶ」は「ツールの使い方」

や「Word、Excel 等が使用できる Microsoft365」へ変更した。これにより、読んだ女
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性が記載内容を理解できるようになることで「自分向きのプログラムである」と実感

し、受講への意思を確かなものにできた。 

 

今回のような職業訓練を実施する場合のよくある記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容・受講スタイルをイメージしやすい表記に 
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（キ） 自分の目で確かめる機会の提供 

 

【事前説明会・スタートアップセミナーの開催】 

 

チラシには本事業ホームページの URL が記載されており、さらに詳しい情報を知

ることができる。しかしチラシや Web画面から得られる情報のみでは受講イメージが

十分につかめず、「自分にできるのだろうか」、「無事修了できるだろうか」という不安

をぬぐえない人も多い。詳しい情報を得ても、内容やスケジュールについて新たな疑

問を持つ人もいる。 

そのような不安や疑問は、自分で確かめることで解消されることが少なくない。 

 本試行では、受講検討段階の人を対象に 

した事前説明会を開催した。また、各人の 

都合や希望に合わせて参加できるよう、対 

面とオンラインから選べるようにし、複数 

回実施した。 

また、気軽に何か学びたいという思いが 

ある人、試行の内容やレベルに対する不安を 

抱える人に対しては、気軽に体験できるスター 

トアップセミナーとして、「ICT ここからプロ 

グラム」を計６回実施した。 

３か月という長い受講期間や、講座内容お 

よびレベルに対する不安から受講をためらっ 

てしまうケースを少しでも防ぎ、安心して申込んでもらえるような取組に努めた。 

スタートアップセミナーは１講座からの受講が可能で、気軽に ICTを体験できるい

わば「お試し受講」のような位置づけである。ICT やリスキリングに興味がありなが

ら様々な制約により受講をためらっていた女性にも、まずは体験して確かめてほしい

との狙いで企画した。実際に講座を体験することは、受講者が啓発的経験により自身

の新たな関心事や適性を発見できる機会となる。不安の解消だけにとどまらない更な

る学びへの動機づけにつながる可能性もあり、従来から行ってきた事前説明会とは異

なるメリットがあるとみて、開講を決定した。 

セミナーは、令和６年７月から９月上旬に６回実施した。各回のテーマは「今後学

びたい内容」、「知りたいこと」として前年度受講者から声が挙がっていたものを中心

に選定し、「ChatGPT」、「Canva」、「リモートワーク」「デジタルスキル診断」等を実施
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した。第一線で活躍する専門家、ICT を活用した働き方を実際に行う人が講師となり、

最新ツールの体験や講師自身の経験談を聞くことができる内容とした。この他、パソ

コン作業と健康との関連から「ストレッチ」、就労・キャリア形成の観点から「マネー

＆ライフプラン」といった一見 ICTとは直接関係がなさそうなテーマも取り入れ、ICT

への関心度がそれほど高くない層にもその入口を気軽に覗いてもらえるようにした。 

実施方法は対面とオンラインの二つとした。対面については試行３回目前期・後期

の各コースと同じ会場とし、２都市（山口市・周南市）で２回ずつ実施。２会場とも

託児サービスを提供した。また８月実施の２回については幼稚園や学校の夏休み期間

であることから、自宅から参加できるオンライン開催とした。 

セミナー時には毎回、終了後に説明会を行い、積極的に受講相談を受けた。個別相

談の他、「講座内容」、「スケジュール・受講方法」、「雇用保険の求職活動実績につい

て」等のテーマごとに集まりグループで説明を受けられる場も設け、不安の解消だけ

でなく共通の悩みを持つ人の存在を認識し交流を促進できるようにした。    

 

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタートアップセミナーには 53 名の申込があり、６回の開催で延べ 70 名が受講

スタートアップセミナー 

告知チラシ 
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した。 

複数回受講した人は 35.8％（19人）で、中には５回参加した人もいた。また、こ

のセミナーの受講者のうち 22.6％（12人）が試行３回目（前期・後期）への申込をし

た。初回受講時に他の回の案内を聞いて追加申込をしたり受講を決めたりするといっ

たケースが多くみられ、気軽な気持ちで体験できる機会を提供することがターゲット

層の受講のハードルを下げ、学びへの意欲を喚起することに有効であることを確認し

た。 

尚、スタートアップセミナーに参加した女性のうち 36名に子どもの有無と末子年

齢について尋ねたところ、うち 10名は末子が小学生以上で、「子どもはいない」とい

う人も８名にのぼった。さらにそのほとんどがきっかけとしてハローワーク（若者サ

ポートステーション含む）・フリーペーパー・自治体広報誌を挙げていた。 

以上のことから、未就学児の子育てをする女性以外にも当セミナーのような単発

型・体験型講座のニーズが確実に存在していることが確認でき、また、本事業の想定

ターゲット層として、子育て女性以外にも視野を広げる必要性が得られた。。また、近

い将来の就職を見据えて、という人だけでなく、すでに求職活動を開始している層に

も同様のニーズがあることも明らかになった。 

スタートアップセミナー受講の感想 （受講者アンケートより 複数回答可） 
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（ク）問い合わせ・申込のハードルを下げる 

 

【専門学校→事務局へ・申込は専用フォームへ】 

 

実施内容やスケジュール等すべての制約をクリアしていることを確認し受講を決

意するといよいよ申込となるが、ここにも注意すべきポイントがある。それは「問合

せと申込のハードルを下げること」である。 

一般的に職業訓練の申込はハローワークへの来所がほとんどであり、訓練を実施

する施設への電話等により質問を行うこともあるが、初対面の人と話すことや電話で

の対話に苦手意識を持つ人にとってはこれが難関で、受講意欲がありながら最後の申

込段階で躊躇してしまうケースがある。特に子育て女性は子どもの不在時や機嫌の良

い時等、わずかなタイミングを見て行動しており、「話している途中に子どもがぐず

らないか」、「1 回で電話がつながるか」といった不安からさらにハードルが上がって

しまうことが危惧される。 

本事業では Web の専用申込フォーム

を作成し、都合の良い時にいつでも２

次元コードから申し込めるようにし

た。 

また、窓口は学校ではなく事務局と

表現して、ハードルを下げた。そして、

本プログラム担当スタッフが直接問合

せに対応することで、迷いや不安を迅速に解決できるようにした。 

これらの取組は運営側にとっても多くのメリットがもたらされ、これまでコンタ

クトできなかった層を取り込めたことにより機会損失を回避できた。さらに、フォー

ムへの申込データが自動で集計できたことにより事務局の作業効率化にもつながる

等、双方に利益のある方策となった。 
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③広報宣伝活動 

 

（ア）マスマーケティング（チラシ広告） 

 

【対象者の利用が多い場所での配布】 

 

サービス認知と顧客獲得のための情報発信手法として最も良く知られているもの

に、チラシ広告がある。本試行でも、「ターゲット層にその価値が瞬時に伝わること」

を念頭にチラシを作成した。 

従来からある一般的な配布方法として、新聞の折込広告や戸別ポスティング   

があるが、ほぼ不特定多数への配布となるため、反響率はわずか 0.01～0.3％と言わ   

れている。そこで本事業では、ターゲット層が多く集りそうな場所に配布を行う方法

を採った。 

具体的には、ハローワーク、山口しごとセンター、若者サポートステーションと

いった就職支援機関の他、地域の幼稚園や未就園児向け子育て支援施設、親子連れ客

が多い公共施設、了解がとられた地域の小学校等へ配布した。試行３回目後期を行っ

た周南市においては市の広報誌への情報掲載も行った。また、戸別配布する地域のフ

リーペーパーへの広告出稿およびチラシ折込も行った。 

紙媒体のチラシや広報物は手元に残して保存できるため、忙しい子育て女性でも

受け取った後の都合の良い時間にじっくり検討することができる利点がある。このよ

うな方策により、限られた配布部数で高い反響を得ることができた。 
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（イ） ダイレクトマーケティング（ＳＮＳ発信） 

 

【インスタグラム・Ｘの活用】 

 

チラシによるマスマーケティングと併せ、SNS によるダイレクトマーケティン   

グも取り入れ、より積極的にターゲット層にアプローチする方策を採った。 

ダイレクトマーケティングの一番の特徴として、特定の見込み客を設定しその対

象に直接情報を届けられること、双方向のコミュニケーションが取れることが挙げら

れる。本事業のようにターゲットが細かく設定されている場合、ダイレクトマーケ

ティングが有効であると考えられる。 

本事業においてはプラットフォームとして、ターゲット層である子育て女性の利   

用が多いインスタグラム、そして ICT人材を雇用する企業の利用が多いＸや Facebook

等からも情報発信を行った。ここでもチラシ画像を使用し、同じ世界観の中で事業の

価値を伝えるように努めた。子育て女性、中でもリスキリングや ICT、再就職に関心

のある女性の検索が考えられるワードの＃（ハッシュタグ）化、属性の近いアカウン

トのタグ付け（リンク）、リポスト（再投稿）等の方法で、一人でも多くのターゲット

に届くよう情報拡散に努めた。 

SNSで提供される情報は、一人ひとりの属性やこれまでの使用履歴から自動的に個

人ごとにカスタマイズされており、チラシが配布される施設を利用しない人やチラシ

を見る余裕のない人にも、手元のスマートフォンの画面を通して情報を届け、コメン

トやメッセージで直接やり取りを行うことができた。 

フリーペーパー広告 
ほっぷ山口版 

令和６年６月 21 日号 

 

 

市報への情報掲載 
広報しゅうなん 

令和６年８月号 
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※ハッシュタグの例 

 

#テレワーク #ICT 支援員 #ICT人材 #デジタル人材育成 #ママの働き方 

 #ママの習い事 

 

 

 

【専用アカウントによる宣伝】 

 

試行 1回目では申込のきっかけとして SNSを挙げた人が受講者の４分の１に上り、

ターゲット層である子育て女性へのアプローチ方法として、SNS によるダイレクト

マーケティングが重要であるととらえ、インスタグラムに本事業の専用アカウントを

開設した。開設は令和６年５月末で、試行３回目の準備段階から情報発信を開始した。

多くの人に ICTやリスキリングに対する興味を持ってもらうとともに、実際の募集活

動が始まるまでに一定のフォロワーを確保することでさらなる情報の拡散や申込に

つなげることを狙った。親しみやすい猫のキャラクター「ココとカラ」が、ICT 初心

者の身近にある疑問を取り上げ、コミカルに解説する内容の記事を投稿した。記事よ

り気軽に閲覧できる動画、画面上で目に留まりやすいストーリーズ機能等複数の手法

インスタグラムでの投稿 

リーチ（閲覧数）891 

          

ストーリーズで動線や会場を紹介し 

 受講者の不安を軽減        
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を織り交ぜ、６月から７月の２か月間は、 

毎日投稿を行った。また、紹介動画を作成し、 

インスタグラム広告としての投稿も実施した。 

 専用アカウントの運用開始は募集開始とほ 

ぼ同タイミングであったため、短期間で多数 

のフォロワーを獲得することは難しかったが、 

専用アカウントを持ち訴求することで、他の 

アカウントを通じての拡散のしやすさはあっ 

た。 

SNSは無料のサービスも多く、気軽に取り 

組みを開始できる広告宣伝活動の一つとして 

利用しやすいが、ゼロから世界観を構築し周 

知するには相当の時間を要する。短時間での 

広告宣伝の場合は、一定の支持がある既存ア 

カウントの活用や属性の近いアカウントとの 

連携を行う方が効果的といえるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
インスタグラムのアカウント 
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リール動画によるインスタグラム投稿 

 

 

 

リール動画によるインスタグラム投稿（広告） 
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（ウ） アウトリーチ（直接の声かけ） 

 

【対象者に直接働きかける】 

 

広報宣伝活動における重要な方策として、最後にアウトリーチを挙げる。アウト

リーチは、ターゲット層に近いと考えられる人に対して運営スタッフが直接声かけを

行うことを指している。いわゆる「おすすめ」に類似する非常に古典的な方法であり、

一人が手掛けられる数は多くはないが、反響率は高い。それはアウトリーチが普段の

会話の中で発生することが多いため、構えず気軽に話を聞き、その場で疑問を解消す

ることもできるからである。また、人間関係ができている人からの話であると信頼で

きる情報として捉えられやすいということも理由の一つである。 

本事業においては、女性求職者へのキャリア支援を行うＮＰＯ法人の協力を得て、

前述の子育て支援施設や親子が集まるイベント、他分野のリスキリング講座等で声か

けを行った。すでにチラシや SNSで知っているが申込を迷っているという人へ最後の

一押しをしたり、ターゲット層に近いとみられるがそれを自覚していない（事業を認

知していない）人に働きかけて関心を持ってもらったりする方法で、次の行動（申込）

につなげる策を講じた。 

また、試行３回目前期・後期開講前に 

は、知人からの紹介による受講申込の促 

進を目的として、試行 1 回目の受講者を 

中心とした LINEアカウントを活用した。 

知人同士のやり取りが SNS で行われること 

も日常的になっていることから、このアカ 

ウントでセミナーやプログラムの案内を行 

い、案内を受けた人がさらなる学びを求め 

て受講したり、知人に勧めたりする等の 

動きにつながる情報の提供を行った。 

 

 

 

 

 

LINE での告知 
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④マーケティングの実施効果 

 

以上のように、複数のメディアやマーケティング手法をミックスして働きかけるこ

とで、設定したターゲット層のより多くの人へ的確に情報を届けることができたと考

える。 

 

試行回 申込者数 開講時受講者数 

２回目 

（後に、試行３回目前期につながる） 
22 18 

３回目前期 14 14 

３回目後期 29 22 

 尚、申込後の辞退としては、就職決定、家庭事情等の理由が多かった。学べないこ

とを残念に思う辞退者も多く、その方たちには、今後も SNS等で役立つ講座の情報発

信を行うので、今後もしタイミングが合えば受講につながると嬉しいということを伝

えた。募集活動には「母集団」の形成が重要であり、今回実施した SNS も一つの母集

団形成に役立ったと感じる。 

 

尚、本事業では、各試行終了後に各方策の効果検証を行って次なる取組につなげる

ことを目的とし、複数回の試行を行った。 

そのため、各試行においては受講者への調査を行っており、調査方法は、スタッフ

による講座途中の聞き取り調査、そして全講座の修了時点でのアンケートの二つであ

る。 

次に、それぞれの調査の検証結果から得られた広報活動の成果と、今後向けての課

題等を整理しておく。 
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（ア） 対面聞き取り調査 

 

講座期間中に、担当スタッフが受講者に対して聞き取りを行った。 

（回答者は、試行３回目（前期・後期）31名） 

 

【本事業を知ったきっかけ】 

 

試行３回目（前期・後期）では、３分の１以上が「幼稚園、学校、子育て支援施設

等からのチラシ」を挙げた。９月開講の試行３回目前期は幼稚園や学校が夏休みに入

る前にチラシを配布したことで、受講を検討し準備する時間が十分にあったことが

奏功したと考えられる。 

これに次いで多かったのが「ハローワーク」であった。試行３回目前期では「幼稚

園、学校、子育て支援施設からのチラシ」と同じ割合となり、ハローワーク以外の需

給調整機関（行政の開設する就職支援機関）からの申込も１件あった。 

試行３回目後期では、地域のフリーペーパーへの広告がきっかけになったという

人も多くいた。チラシを重点的に配布する未就学児向け施設や需給調整機関と接点

がなかった人の中にも、本事業が適合するケースが少なくないことが分かった。不特

定多数を対象としたフリーペーパー広告は他の方法に比べて費用が高額になるため

慎重に検討したが、今回の結果を得て、未知のニーズを探るという点では非常に有意

義な方法であったと考えている。 

 

【受講動機】 

 

「知識やスキルの習得・更新」、「就労に向けての準備」を挙げる人が多かった。急

速なデジタル化が進む中、離職前の段階で止まっている知識やレベルを少しでも

アップデートして職業選択の幅を広げたい、という考えの他、パソコン操作に不安が

あり改めて基本的なことを学びたい、という人も少なくなかった。従来の形態であれ

ば受講困難であったターゲット層の人々が関心を持ち申込をし、修了まで到達した

ことで、ICT 分野や新しい手法の職業訓練の裾野を広げることに成功したといえよう。 
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（イ）アンケート調査 

 

全講座終了時に、受講者が Web で回答を送信する形式で実施した。回答は選択式と

したが、すべての質問に自由記入欄を設け、回答の理由や意図をより詳細に把握でき

るようにした。 

（回答者は、試行２回目・試行３回目前期 15名、試行３回目後期 19名） 

 

【実施時期について】 

 

「実施時期についてどう思うか」との問いに対して、試行３回目前期では「ちょう

ど良かった」が約 8 割となった。子どもが学校や幼稚園に慣れておりかつ長期休暇と

重ならない、という理由が多かった。 

一方、「ちょうど良かった」の回答は試行３回目後期では約 5割にとどまった。受

講者からは、講座期間の後半で 12 月に入り子どもの学期末や長期休暇と重なったこ

とや、年末の慌ただしさや感染症の流行も懸念しながらの受講になったこと等から、

この時期のスケジュール調整が難しかったとの声が多く聞かれた。 

時期については子育て中の女性の受講が多数を占める本事業においては、やはり

学期末や長期休暇と重ならない日程での実施が適切であったようだ。時期の設定が

受講のしやすさにつながる重要な要因の一つとなることが改めて確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アンケート結果で「試行３回目前期」とある場合は、試行２回目修了時点でのアンケート結果を掲載して

いる。 

試行 3回目前期 

試行 3回目後期 
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【受講会場への通いやすさ】 

 

いずれの試行においても高評価で、「通いやすかった」、「やや通いやすかった」の

合計が 9 割以上に上った。駅前等わかりやすい場所にあり、公共交通機関でも車でも

アクセスしやすいことを評価する意見が多くあった。 

また講座の開始時刻を９時 30分としたことで、「（移動に時間のかかる）市外から 

でも余裕を持って通学できた」との声も聞かれ、実際に１時間以上かけて近隣市から

通学する受講者もいた。山口県内で実施されている職業訓練の中には９時３０分前

から開始されるものもあり、本事業では幼稚園の保育時間や送迎時間から未就学児

を持つ母親の受講のしやすさを考えた開始時間を設定したが、ターゲット層の通学

可能エリアの拡大という新たな効果も得ることができた。 

ただ、自家用車で通学する場合の駐車場については主催側で確保して提供してほ

しいとの声が多数あった。いずれの会場も最寄駅は新幹線も停車するターミナル駅

ながら電車やバスの本数が限られており、子どもの送迎等の関係からも自家用車で

来場する受講者が多かったが、会場となる建物の駐車場を人数分確保することは難

しく、受講者が近隣の有料駐車場等を利用する状況となっていたためである。利用す

る駐車場と会場の距離が長くなれば徒歩での移動にも時間がかかり、身体的・心理的

な負担も増す。これはクルマ社会の地方都市に共通する難題であり解消は容易では

ないが、今後、会場の場所や講座時間の配慮により改善の余地はあるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試行 3回目前期 

試行 3回目後期 



29 

 

【託児サービス】 

 

すべての試行において、「利用してよかった」、「やや良かった」の肯定的な評価

が 100％となった。自由回答でも「託児があって良かった」との声が複数あった。

未就園児を持つ母親の心理的なハードルを下げ、受講を促進することができたと

考える。「託児がなければ受講できなかった」、「託児があったおかげで集中して受

講できた」等の声もあり、自身で預け先を確保しなければならないという心理的な

ハードルを下げることが受講を促進する有益な方策の一つであることを改めて確

認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤マーケティングのまとめ 

ここまでマーケティングについて記載をしてきたが、様々な取組の結果として、試

行３回目前期と後期は 36名の受講者となり、定員 30名を超えることができた。  

 今後の、当事業の普及という観点から、マーケティングにおいては、まず、対象者

が、本プログラムが自分事として捉えられるような広報の表現を行うことが重要であ

ると考える。キーワード、イメージ、分かりやすい表現等、対象者の心に響く点に気

を配りたい。 

試行 3回目前期 

試行 3回目後期 
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また、広報媒体は 1種ではなく様々な方法を取り、アピール場所も広く考えること

も重要である。費用は掛かっても、SNS 広告やポスティング誌への広告掲載も有効な

場合もあるため、可能な限り検討をしたい。 

そして、対象者が多くいる母集団での広報が効果的である（今回では、幼稚園、子

育て支援施設、女性のキャリア支援団体、ハローワーク等）。 

最後に、申込検討者の心を動かす大きな部分は不安解消であると思うため、事前説

明会やセミナー等、担当スタッフと直接話ができる場を創出することもぜひ取り入れ

てほしいと考える。 
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２－２ 学びと就労への意欲喚起 ～メンターのチームワーク～ 

 

試行である「ICT ステップアッププログラム」は子育て中の女性等様々な理由での時間

的制約、離職期間の長期化といった不安を抱える女性が復職を目指すための学びの場で

ある。そのうち ICT の入門編のような位置づけである試行１回目を令和６年１月から２

月の１か月間で実施し、その後、一歩進めたさらなる学びを希望する人を対象とした試行

２回目、そして試行２回目修了後に動画を学ぶ３回目前期、またそれらの試行の経験を活

かし、「３か月間で 292 時間というフルパッケージ」での試行３回目後期を開講した。受

講期間が長くなればなるほど、受講者への支援が更に必要になる。 

ここからは、受講者に対する「メンター制１on１型の伴走支援（トータルサポートシス

テム）」の詳細について記述する。 

 

 

①個別かつ包括的なサポート体制の構築 ～様々な不安に寄り添い自己肯定感を高める～ 

 

(ア)  チームによる支援体制の確立   

 

受講者は、結婚と出産後 10年以上仕事から離れている方、子供の幼稚園入園を機

に仕事を始めたい方、離転職を繰り返しているが正社員就職を目指す方等、それぞれ

が違う環境や状況の中で受講をしていた。そのため、それぞれの特性に合った支援を

行う必要性が高く、受講者対スタッフの１対１での支援を行うとともに、当法人内の

ネットワークを活かし、チームとしての支援を行うことも重要であった。例えば、子

育てと仕事の両立支援が必要な受講者には子育て中の職員が実体験からの話をした

り、資格取得をして正社員就職を目指す受講者には職業訓練担当者が学習や受験方法

のアドバイスを行ったりするというようなことである。 

また、当法人内スタッフだけではなく、外部の支援団体（ハローワーク、女性のキャ

リア支援団体等）や行政機関とも協力をし、受講者が修了後に地域の中で長く過ごし

ていくことを考え、地域の中での情報収集先や相談先を知ることも目指した（尚、受

講者情報の外部機関との共有化は、受講者の同意を得たうえで行っていく）。 

このように、本事業では、当法人内のみならず外部団体とも連携をし、チームとし

て受講者の学びとキャリア形成を包括的（トータル）に支援（サポート）する「トー

タルサポートシステム」を構築し、そのスキームに基づき新たな取組を展開した。 
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訓練カリキュラムの内容とトータルサポートシステムによる支援の方法（概要） 

出典：本事業ホームページ https://yic-ict.com/ 

 

（イ）ステップアップサポーターによる支援 

 

   「トータルサポートシステム」のもとにチームとして支援を行う者のうち、受講者に

近い立場で日々の支援に関わるスタッフが「ステップアップサポーター」として活動

し、多方面にわたる受講者の支援を行うこととした。 

本事業では女性職員４名がステップアップサポーターとなり、受講者支援を実施し
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た。受講者対応の窓口にあたる「担任」をクラスに 1名配置し、担任を取り巻く形で、

他のステップアップサポーターも受講者支援にチームで関わった。いずれも職業訓練

等で女性のキャリア形成支援の経験があり、キャリアコンサルタントや産業カウンセ

ラー等の有資格者、企業対応に従事し企業とのつながりを持つ者、また子育てと仕事

の両立を行っている者といった様々な強みを保有している。そうした経験値もプラス

し、受講者の気持ちに寄り添いながらも、受講意欲や就職意欲喚起につながる支援を

行った。 

トータルサポートシステムを実施する際は、受講者の心理面、環境面、キャリア形成

における課題等を総合的に理解することが重要である。それを知るための方法は、申込

時の情報（職歴、保有資格等）、授業での様子、キャリアコンサルティング、授業後の

振り返りシート等複合的にあり、詳細については後述をしていく。 

また、担任をはじめとするステップアップサポーターは、求職中の受講者にとってと

ても身近な「働く女性たち」である。だからこそ、受講者の一番身近で、受講者に寄り

添いながら、「働く私」を思い描いてもらえる存在を目指した。そして、受容・共感・

傾聴を基本とし、常に受講者の気持ちに寄り添い、できるようになったことを一緒に

喜び、そして受講者が一歩踏み出せるような後押しを行うことを常に心がけた。受講者

は、いずれはこのプログラムを修了し、巣立ち、羽ばたいていくため、そうなった時に

自分自身でキャリアプランニングができるような方法や引き出しをこのプログラム内

で身に付けてほしいと願い、伴走支援を行った。 

   また、本事業のターゲット層の一つである子育て女性が抱える「学習以外のことに関

する悩み（例えば、仕事と家庭との両立、子どもの預け先等）」に対しては継続的な伴

走支援が必要となると考えられたため、この分野に強みをもつ事業者にもステップ

アップサポーターとして参画してもらい、協力して進めることとした。 

協力を依頼したのは当法人と同じ山口市に拠点を置き、子育て女性のキャリア形成

や就職支援に力を注ぐ事業者である。自らも子育て中というスタッフがそれぞれの持

ち味を活かし、女性たちに共感し寄り添うきめ細かい伴走支援を得意としている。 

試行１回目ではプログラムのブランディングやマーケティングを中心に知見を共有

し、実際の活動まで共に行った。今回はそれに加え、外部ステップアップサポーター

として受講者支援にも参画し、当法人と協同して受講者のトータルサポートに関わっ

てもらった。この事業者のサポーターもキャリアコンサルタントや保育士等の有資格

者であるが、ここでは、当法人の教員でも専門家でもない、「少し先に仕事を始めた

先輩」のような、受講者と対等な立場での関わりに努めてもらった。 
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トータルサポートシステムのしくみ 

 

 

（ウ）事前の伴走支援の実施 

 

   当事業では、特に受講者と支援者の信頼関係をできるだけ早い時期に構築すること

が学びへの意欲や成果に好影響をもたらすのではないかと考え、特に事前の関わりを

重視した取組を強化した。 

具体的には、受講検討段階における事前説明会およびスタートアップセミナーと、申

込後から受講開始前までの間に行うプレプログラム（事前キャリアコンサルティング）

である。 

 

  【事前説明会およびスタートアップセミナー】 

 

   事前説明会は受講検討段階の人に対し、講座で学べる内容や流れ、受講後の働き方等

を説明するもので、個別の質問や相談を受ける時間も設けた。 

スタートアップセミナーは講座の体験だけでなく、体験後にプログラム内容の説明

の時間を設け、ステップアップサポーターによる質疑応答も行った。また、参加者のグ

ループワーク時間も設け、同じ不安を抱える人同士で情報共有ができるようにした。事

前に講座や教室の雰囲気を確かめ、ステップアップサポーターや他の受講者との対面
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もできることで不安が解消され、申込前から一定の信頼関係を構築することができた。

スタートアップセミナーの場で試行への受講申込が多くあったことが、それを表して

いる。顔を合わせていることで、その後のスタッフとのやりとりも円滑に進めることが

できた。 

 

【プレプログラム（受講前キャリアコンサルティング）】 

 

   一方プレプログラムは、申込から開講までの間に行う受講前のキャリアコンサル

ティングである。受講者からは、「心の準備ができる」、「開講前に雰囲気がわかり、安

心できる」と好評であった。事前説明会やスタートアップセミナーに参加して不安を解

消したうえで申し込んでいても、開講までの間に、断続的に新たな疑問や不安が浮かび

上がることもある。特に募集期間が長い場合は、申込から開講までの時間も長くなるこ

とから、そのような人が増えることが想定された。またスタートアップセミナーや説明

会に参加せず申込をした人にとっては、プレプログラムが開講前に担当スタッフと対

面できる唯一の機会となることから、早期の関係構築に欠かせない取組みととらえ、よ

りきめ細かな対応を行った。 

   プレプログラムは基本的に受講者とステップアップサポーターが１対１で面談を行

い、現在の状況や不安点等の確認から不安の解消と学びの意欲向上につながるような

対話を進めた。ステップアップサポーターは受講動機やプログラムを知った経緯等比

較的答えやすい質問から入り、場の雰囲気が和らいだところで「これまでの仕事経験」、

「受講にあたっての不安点」等少し深い話題について尋ねていった。試行３回目では講

座内容がさらに高度になることやオンライン受講の回数も多いことから、「使用経験の

あるソフト」、「自宅の通信環境」等についても尋ね、パソコンスキルや環境の確認も

行った。家事育児と学びの両立、その先のキャリア等に不安がある人にはその気持ちに

寄り添いながら様々な支援を受けられることを伝え、オンライン受講に不安がある人

には開講までに必要な環境の準備やトラブル時の対応について一緒に確認する等して、

丁寧な関わりに努めた。 

こうした対応により、受講者は新たな不安も解消し、より安心かつ意欲的に講座に参

加できた。また、ステップアップサポーターは受講者の状況を事前に知り、的確な支援

を行うための準備をすることができた。 
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尚、受講者とのキャリアコンサルティング内容は「個別キャリア形成支援シート」

に１人ごと入力をし、当法人内のステップアップサポーターで共有することで、チー

ムとしての支援をしやすくするようにした。個別キャリア形成支援シートは、次の構

成である。 
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① プレプログラム内容 

② 受講中の定期的なキャリアコンサルティング内容 

③ 修了後のキャリアコンサルティング内容 

④ キャリアコンサルティング以外の内容（立ち話、振り返りシートの様子等） 

     

キャリアコンサルティング以外のことからも受講者の人となりがわかるため、④の視

点からも記載をすることで、チームとして広く情報共有ができることを目指した。 

 

 

②チームビルディングによる組織力の醸成 ～共同のアクティビティで新たな意欲と

力を生み出す～ 

 

試行３回目前期は 14 名、試行３回目後期は 22 名の受講者でスタートした。開講式後

のオリエンテーションでは自己紹介を行い、受講者から、「楽しみにしていた」、「しっか

り学びたい」という明るい声が多く聞かれた。多少の緊張や不安を抱えながらもそれぞれ

が目標や楽しみを持ち、前向きに学んでいきたいという気持ちがうかがえた。 
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開講時の前向きな気持ちを保ち、一人ひとりがより充実した学びを得て修了後の次の

道につなげられるよう、開講中は個別の支援を継続しながら、クラスにおける受講者同士

の新たなつながりづくりと意欲向上を念頭に置いた新たな支援策も取り入れた。 

次に、それら開講後の取組について記す。 

 

 

（ア）メンター制１ｏｎ１型の伴走支援 

 

個別支援については、ステップアップサポーターや講師がメンターとなり、１対１

の対応を継続した。日々の学習の疑問や不安に寄り添いながら、積極的な学習意欲を

維持できるような取組を行った。 

 

   【シートを活用した日々の振り返り】 

授業は平日の毎日３時間を対面もしくはオンラインで実施し、それと並行し、授業

時間外で各自がオンデマンド学習を行う。受講者は家事育児等それぞれの制約がある

中で授業に出席し、さらにオンデマンド学習の時間を捻出している。教室での対面授

業では集中して受講して高い学習効果を感じていても、授業終了後に気持ちを切り替

えて次のことに向かわなければならないこともしばしばある。また授業内容の理解が
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十分でないと感じる場合や疑問が生じた場合でも、終了後にすぐ質問や補習を行うの

は難しいことが多い。オンライン授業の場合は全員が画面に顔を出し、「音声が聞こ

えない」、「画面が見えにくい」等通信の不具合や授業内容に関する質問の際は画面越

しの挙手またはチャット機能を用い、できる限り対面授業に近い環境で受講できるよ

うな対応に努めた。しかしオンラインは、人によっては子どもの様子を見ながらの受

講になる等、教室のような高い集中を保てないこともある。また各人のオンライン対

応経験や習熟度の違いから対面の場合より理解が難しいと感じたり、質問のタイミン

グを逃してしまったりという人も少なくない。 

こうしたことから、慌ただしく過ぎる日々の中で不明点や疑問点をそのままにして

しまったり、問題が解決できないことで不安な気持ちが募ったりというような問題が

起こりうると想定された。併せて、それによる学習意欲の低下も危惧され、受講者が

前向きに受講を継続できるようになるための方策の一つとして、「振り返り」を毎回

授業後に実施した。 

受講者は振り返りで感じたことを記録し可視化することで、得られたスキルや次へ

の課題を自覚することができる。そして担任と共有し担任からフィードバックを受け

ることで客観的な評価を得て、モチベーションの維持向上につなげることができる。

また、授業の進度や内容等、理解増進のために講師と共有化が必要な内容は講師と担

任とで共有化して、改善を行った。振り返りにより、受講者の学習状況や理解度、課

題を把握し、アドバイスや支援を的確に行うこと、また、学習以外のことも含めた受

講者のあらゆる不安や悩みに対して迅速に対応することができた。 

ある受講者から、「先生からコメントが返ってきてうれしかった」という声があっ

た。受講者は担任からの共感や励ましといったコメントの内容だけでなく、担任と双

方向のやり取りができること自体にも喜びを感じていた。このことから、受講者はや

りとりを行うことで、「自分を受け入れてもらえている」、「認めてもらえている」と

いうことを実感し、安心感や連帯感を得ることができたと分かった。そして何より、

このようなやり取りこそが互いの信頼関係を強固なものにし、受講者のさらなる意

欲の向上につながっていることも確認できた。日々同じことを繰り返すだけに見え

る「振り返り」であるが、実は継続することで後に大きな力を生み出す、大切な活動

なのである。 
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振り返りシート様式 記載事例（紙での提出用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りシート様式 記載事例（紙での提出用） 
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振り返りシート様式 記載事例（紙での提出用） 
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【キャリアコンサルティングの継続実施】 

    

  先に述べたとおり、プレプログラムにおける事前キャリアコンサルティングは受 

講前の不安解消やステップアップサポーターとの最初の関係構築において効果を発

揮し、受講者の開講後のスムーズな環境適応にも寄与した。 

 開講後は振り返りシートや直接の声掛け等によって高頻度にコミュニケーション

を取ることができるようになったが、その内容は学習のことや日々の気づきに関す

るものが中心となっていた。振り返りシートでは拾えなかった受講者の不安や思い、

その場では話しきれない思いや気持ちに寄り添うために、受講中も個別のキャリア

コンサルティングを実施した。 

 キャリアコンサルティングは開講期間中に１か月に１回の頻度で、担任やステッ

プアップサポーターと行った。受講中に浮かびあがった新たな不安、日々のやりと

りの中では話しづらい家庭環境のこと等、授業以外の話題にも対応できる環境を整

えた。あくまでも主体は受講者で、ステップアップサポーターは受講者の話を傾聴

し受容することを第一に進めるが、話を聞くだけでなく、日ごろの様子から感じる

ことを伝えたり、その場の対話の様子から受講者が抱える不安な気持ちを察して問

いかけたりする等、状況に応じた双方向の対話を心掛けた。こうした関わりにより、

受講者は現実に抱えている（自覚している）不安や悩みを解消できるだけでなく、

まだ認知していない自身の気持ちの変化やぼんやりした不安の本質に気づき（＝潜

在意識の顕在化）、次への課題やステップを明確にしやすくなる。 

また本事業は、修了後のキャリアも見据えた支援を大切にしている。「今のことを

考えるだけで精一杯」、「勇気を振り絞って申し込んだ」という受講者も多い中で、そ

の先のキャリア形成を自ら考えながら受講することは容易でないと推測できる。そ

のような観点から見ても、このキャリアコンサルティングで定期的に自分の現在地

を確認し、少し先の未来に向けて考えることは、受講者の自信やさらなる学習意欲の

向上につながっていくものと考える。 
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（イ） サブ講師の起用 

 

    授業はその内容に応じて各分野の専門性を持つ講師が務めており、担任は他の講

師が担当する授業の際にクラスに入って受講者の様子を確認し、必要に応じてフォ

ローも行ってきた。振り返りシートの文面やオンラインの画面越し等ではわかりに

くい表情等を直接確かめ、休憩時間にも個別の声掛けを行う等して積極的なコミュ

ニケーションに努めてきた。 

 対面授業ではサブ講師が１名おり、担任とともに授業中のクラスに入り、受講者の

質問対応等フォローを実施した。なお、試行３回目前期は、試行１回目の受講者をサ

ブ講師とし、講師と受講者の間の橋渡し役として授業のフォローを行うとともに、自

身の受講者としての経験や子育ての経験を生かして様々な相談に乗る等、重要な役

割を果たした。その他、サブ講師が自身の経験や思いを受講者の前で話す機会も設け

た。受講者は自分との共通点が多く親近感のある人から経験談を聞くことで、学びや

就労に向けてのイメージが想起しやすくなる。また同じような経過をたどって再就

職を果たし活躍するサブ講師は受講者のロールモデルでもあり、その存在は受講者

の学びや就労への意欲向上につなげることができた。 

授業のフォローだけでなく学習内容以外の様々な面でもリアルタイムでサポート

するサブ講師の起用は、講座運営においてクラスの潤滑油のような存在となり、受講
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者からも「非常に心強い」と好評であった。サブ講師自身も、新たな業務を任され挑

戦することでステップアップし、働くことの喜びややりがい、自分の成長を感じられ

る機会となった。 

  

 

（ウ）学習方法の組み合わせを工夫 

     

本事業では、オンライン、オンデマンド、対面の３つの方法を組み合わせる「ブレン

ディッドラーニング」と呼ばれる学習方法を採用し、日々の授業は対面とオンラインの

２つの方法を織り交ぜて行った。それぞれの実施日数は試行３回目前期でほぼ同じ（対

面 16 日、オンライン 17日）、試行３回目後期で対面がやや多く（対面 31日、オンライ

ン 27 日）なっている。当初は対面で行う日が多いが、徐々にオンラインの日が増え、

講座の中盤から終盤は授業のほとんどがオンラインとなる週もあった。 

 オンライン受講は通学不要というのが大きなメリットであるが、１人での受講とな

るため不安を持つ人も少なくない。教室での対面授業のように周囲の様子を見たりす

ぐに質問したりするといったことができず、分からないまま取り残されたような感覚

に陥る人が発生するのではないかと危惧された。このような事態を少しでも回避する

ための策の一つが、「開講当初に対面授業を多く取り入れること」であった。 

 開講当初の対面授業は開講式に始まり、オリエンテーション、授業で使用する端末の

基本的操作等、プログラムの流れを知り慣れる時間とした。この場でオンライン受講の

方法や進め方についての説明を行い、自宅等で受講できるよう準備も行った。 

しかしそれでも、「一人で接続できるか」、「授業についていけるか」といったオンラ

インにおける技術面での不安は、実際に経験するまで完全にはぬぐえない。ここで助け

になるのが、対面授業での受講者同士の交流である。数日間でも受講者同士が直接対面

し一緒に授業を受けることで、互いの顔や名前を知った状態でオンライン受講に移行

することができ、心理的な不安や孤独感の軽減につながる。不安な気持ちでオンライン

に入室したとき、画面に知った顔が映っているのが見えるだけでもその不安が和らぐ

と思う。そして、担任や他の受講者の顔を見ながら、対面授業に近い雰囲気で受講する

ことができる。さらにこのような安心できる環境で経験を重ねることで、接続や操作等

のオンラインスキルも習得し、学習効果も向上していく。 

このように、技術的な不安や課題を乗り越えようとする時には心理的な安心感、そ 

の基となる良好な人間関係も重要な鍵になると考え、初期の対面授業では丁寧な関わ 
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りを行った。 

様々な学習方法を組み合わせる「ブレンディッドラーニング」は、個々の学びによ

る成長だけでなく、それらが他者との関わりにより有機的に繋がっていくことで組織

の成長にもつながるという効果があるといわれている。 

本事業においても、オンライン受講の期間が続いた後の対面授業ではでさらにお互

いの距離が縮まり、受講者同士の信頼関係も一層深まった様子であった。受講者と担任、

そして受講者同士の両方の信頼関係が構築されることで、各人の能力開発にとどまら

ないクラス全体の意識向上や自律的な行動につながるような機運の高まりが感じられ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）ツールを活用した協働学習 

 

複数の学習方法を経験し機器の操作やツールの利用に慣れてくると、受講者の気

持ちにも少しずつ余裕が生まれ、授業内容をより深く細かに学ぼうとする人、オンデ

マンド学習に熱心に取り組む人も増えてきた。開講当初は内容に関する疑問点は各

自が授業中や振り返りシートで質問をして解消する形が主であったが、受講者同士

の交流が進むにつれ、互いに教え合うということも自然に行われるようになってき

た。 

しかし、互いに教え合うのは、授業中や休憩時間が主である。授業終了後に残って

話をするのが難しい人も多く、時間内に疑問を解決できないこともしばしばある。 

   そこで、授業とは別に、受講者同士が集まり教え合いができる場をオンライン上
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に設け、勉強会を開催することとした。これは、試行で使用しているオンラインツー

ル「Microsoft Teams」のグループチャット機能を活用し、グループチャットを作成

してその中で受講者同士がやり取りを行うものである。Teams は受講者も日頃の授業

で使い慣れている他、当法人スタッフや講師もアクセスできることから、実施方法と

して採用した。 

疑問のある人が Teams のグループ内でメッセージを送信し、回答可能な人が返信

をして解決していく。チャットはファイルを添付し送信することも可能で、テキスト

では説明が難しいことも画像や動画で容易に伝えることができる。 

    一件の質問に対し複数の解決策が寄せられたり、関連する別の疑問が発生しその

解決策を考えたりする等、教わる側だけでなく、教える側の人も多くの気づきや学び

を得ることができた。そして「教える」、「教わる」という立場はその時々で変わり、

一人の受講者が様々な役割を経験することで、受講者同士の学び合いと理解がさら

に深まっていった。 

また、一人の受講者が発した質問を見た他の複数の受講者から「私も同じ状況で

困っています」といった反応が複数寄せられたり、疑問が解決された時に皆で喜んだ

りと、苦労や喜びを共有しあう姿もみられた。 

このようなオンラインツールを活用した授業の時間外での取組は学習内容の習得

やスキルアップだけでなく、受講者同士の結びつきを強くする効果もあり、時間的制

約のある本事業の受講者にとっては特に有益なものになったと考える。 

 

 

（オ）オンラインコミュニティの推進 

 

    受講者同士の交流が深まると、話題は学習以外のことにも広がっていく。例えば、

子育て、地域の情報、仕事、就職等の話題があり、学習のことと同様にそれぞれが不

安を感じ、情報を欲している。しかし、対面授業の合間だけでは話す時間が足りず、

受講者から「学習以外のことについても話せる場があれば」という要望があったため、

オンラインで情報交換できる機会を設けることにした。 

まず、勉強会同様に Microsoft Teamsを活用し、ステップアップサポーターが主

催する交流会を定期的に開催した。この交流会は、「ここからコミュニケーションが

さらに深まってほしい」という思いを込め、「コミュ×コミュ room」と名付けた。ス

テップアップサポーターもしくは発起人の受講者がファシリテーターとなり、顔が

見えるビデオ通話形式で実施した。自由な空間とするために参加は任意とし、また話
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すテーマも特には設けなかった。受講中の生活について話し合う、一人の悩みをじっ

くり聞く、専ら雑談をする等、コミュ×コミュ room はその日の状況により進んだ。

参加者は話し、聞くことで共感しあい、リフレッシュできた様子であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（カ）クラスの結束力強化と主体的行動の促進 

 

受講者のモチベーション維持とクラスのコミュニケーション強化のため、毎日席

替えを行い、授業内でもグループワークを多く取り入れた。オンデマンド学習が進ま

ない場合は、進め方を共有する授業でヒントを得られるようにし、過去の受講者の成

功事例も伝えた。また、子どもの体調不良等やむを得ない状況での欠席時には、対面

授業であってもオンライン受講を可能にし、また、毎日の授業内容を録画して速やか

に視聴できるようにすることで、受講者の学びをサポートした。 

オンライン交流会「コミュ×コミュ room」の開催日程は曜日や時間を固定せず様々

な人が参加できるように設定したが、それでもなかなか参加できなかった人が少な

くはなく、さらなる開催を望む声が挙がった。参加した人からも「もっと話したい」、

「他の人とも交流したい」との希望があったため、コミュ×コミュ room とは別に、

受講者主体の新たなオンラインコミュニティ「わいわいルーム」を立ち上げることと

なった。受講開始から約 1 か月後のことである。 
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わいわいルームも Microsoft Teamsを活用しオンラインで開催するが、基本的に、

担任含めたステップアップサポーターは参加せず、受講者が自主的に運営をする。こ

こでも受講者が様々な話題で話し、交流を深めた。修了後を見据え、引き続き連絡を

取り合えるよう別の SNS のグループも作成する等、新たな取組にもつながったとい

う。 

講座を通して様々なツールの操作を身に付けたことで「自分達にもできる」という

自信が生まれ、それが「Teamsをさらに活用してスキルアップしたい」という思いに

発展していった。 

スキルアップに関しては、試行２回目の受講者から、「試行３回目後期のみで実施

している動画作成を自分も学びたい」との声が多数挙がり、希望者がコース修了後に

追加で１か月間動画作成を受講できる講座（試行３回目前期）の開講に至った。オン

デマンド学習が中心（オンラインでのリアルタイム講座も２回実施）であったが試行

３回目前期受講者の８割に迫る 14名がこの動画作成講座を受講した。これも受講者

とステップアップサポーター、そして受講者同士の交流の中で学びへの意欲が喚起

されたことが奏功したと考えられる。 

 

    

（キ）チーム支援による、外部ステップアップサポーターによる交流会 

 

受講期間中に３回、前述の外部ステップアップサポーターによる交流会「ここから

ルーム」を実施した。 

交流会は対面授業実施日の放課後の１時間（13 時 10 分～14 時 10 分）で実施し、講

座とはあえて違った雰囲気を出すため、企画運営およびファシリテーションは外部の

ステップアップサポーターが担当した。それぞれの実施時期における受講者の状況や

気持ちに応じたテーマで話し合いやワークショップを行い、交流を深めながら意欲の

向上やチームワークの強化を図った。 

  ワークショップは、一般的に、自分の気持ちや考えを書き出したり話したりするこ

とが思考の整理や理解につながる。また自分のことを話し、参加者同士で共有すること

で、共感や仲間意識が芽生えて意欲向上につながることも期待できる。 

ここからルームにおけるテーマは、「少し先の未来の、なりたい姿を考える」、「モヤ

モヤを吐き出す」、「自分をほめる」といった、身近で取組やすいものとした。 



50 

 

   授業の後は子どもの送迎等で参加が難しい人もおり人数が少ない日もあったが、参

加した受講者はリラックスした様子で交流を深め、リフレッシュもできたようである。

「新しい仲間ができた」、「ステップアップサポーターが話しやすく安心できた」という

感想も多くあり、同じメンバーであっても日々の授業とは異なる環境で交流を進める

ことで、新たな学びや気づきを得られることが分かった。視点や方法を変えて様々な取

組を行うことやチームで支援することの利点を改めて実感した。少し先のキャリアや

就職についてはまだ不透明な人も多い様子がうかがえたが、これは修了後のキャリア

コンサルティングや就職支援に向けての支援者側の課題でもあるととらえ、引き続き

ステップアップサポーターがチームで支援に臨んでいくことを確認した。 

ここからルーム実施概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここからルームの感想 

（参加者アンケートより 回答者：３回目の参加者 14名 複数回答可） 
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交流会の様子 

 

③水平的人間関係の構築 ～カウンセリングマインド（受容・傾聴・共感）で再就職の不

安を払拭～ 

 

  本事業は受講者がプログラムで習得した知識やスキルとこれまでの経験を活かして社

会で活躍し、主体的に能力開発とキャリア形成を行えるようになることを最終目的とし

ており、修了後の支援も大切にしている。受講者が少しでも学んだことを活かして次の道

に進んでいけるよう、修了後もステップアップサポーターが中心となり、受講者の伴走支

援を継続した。 

  ここからは、具体的な就職支援および修了後の伴走支援について記載する。 

  

（ア）メンター制１ｏｎ１型の伴走支援の継続 

  

   修了後も受講中と同様に、ステップアップサポーターによるキャリア形成支援を実

施した。受講により得た学びや自身のキャリアの振り返り、今後に向けてのキャリアプ

ランについて一緒に考える機会を持ち、受講者が自らの次なる一歩を決めて踏み出す

ための支援を行った。 

 

   【修了時振り返りシートの作成と活用】 

   

    受講中は日々の授業ごとに振り返りを行っていたが、これに加え、節目の時にも振

り返ることでその時点での立ち位置や目標を定期的に確認し、今後の在り方や進む
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道を考える際の土台づくりができる機会と考え、修了時に「修了時振り返りシート」

を受講者に作成してもらった。シートに記載する内容には、「開講日と修了日の気持

ちの変化」、「できるようになったこと」、「これからなりたい自分」、「実現のための計

画」等があり、受講前から修了まで日々を振り返り、学んだことや自身の気持ちを整

理し書き出していく仕組みになっている。日々の授業で作成した振り返りシートも

見返し、学習したことやその時々の気持ちを思い出しながら進めることで、改めて自

身の努力の過程や成果を確認することを目指した。 

「修了後１か月ごとの目標」と「達成のための行動」、「それに対する振り返り」に

ついて記入する項目もあり、ここで改めて自身の目標を設定し、行動していくための

プランを策定するようにした。この振り返りシートの作成は、学んだことを今後にど

う活かして行動していくかというような新たな気持ちに気づき、次に向かうための

課題を整理することにつながる。そして今後、受講者が自身で定期的にキャリアプラ

ンを見直すことを習慣化するための助けとしても利用できる。 

    修了時振り返りシートについても、ステップアップサポーターが確認をし、受講者

にフィードバックを行う。受容と共感、そして修了したという称賛も入った返答は受

講者の励みとなり、修了後の良好なコミュニケーションの継続にも役立てることが

できた。 
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修了時振り返りシート 気持ちの振り返り（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修了時振り返りシート 「できるようになったこと」、「これから」（例） 
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    修了時振り返りシート 「これからなりたい自分」、「実現のための計画」（例） 

 

 

【修了後キャリアコンサルティングの実施】 

 

    振り返りシートでのやり取りにより、受講者の学習成果や意識についてある程度

は把握できていたが、その後の気持ちの変化や活動状況を改めて確認し、次の支援に

つなげるため、修了後も定期的にキャリアコンサルティングを実施した。 

 個別キャリア形成支援シートだけでなく、修了時振り返りシートも見ながら進め、

修了後の生活の様子等近況を聞きながら、今後の目標やそれに向けての行動、進捗状

況についても共有した。目標に向けて着実に動き出している人、行動してみたものの

行き詰まっている人、まだ踏み出せていない人、目標自体が明確になっていない人等、

状況は様々である。ここでも受容と共感と傾聴を大切に、それぞれの気持ちや考えを

確認した。 

修了後のキャリアコンサルティングも、受講者が新たな気づきを得て自分を見つ

めなおすといった有意義な機会である。 
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（イ）就職に向けての支援 

 

受講者の多くが、働くことに対しても不安を抱えている。ここからルームの参加

者アンケートからも、多くの人が就職や就職活動に対して不安を感じていること

がわかった。特に「自分の希望する働き方ができるか」、「子育てと仕事を両立でき

るか」、「自分のスキルや技能が仕事で通用するか」といった、両立やスキル面での

不安を感じている人が多かった。  

 修了後は、キャリアコンサルティング等で確認した各受講者のキャリアプラン

に合わせてキャリア支援を継続し、各受講者の特性や希望に合う企業や働き方の

検討、働きたいと思う企業と出会うための活動の提案を行った。定期的に進捗状況

を確認しながら、一人ひとりに寄り添った伴走支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

就職や転職を考えた時に不安なこと 

（ここからルーム参加者アンケートより 回答者：15名 複数回答可） 
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 【職場見学会】 

 

  当法人は運営する専門学校等を通じて地域の多数の企業と関わりを深めており、

以前から様々な特性に合わせた働き方ができる職場見学を多数開催してきた。 

今回も本事業の受講者を対象に、本人が希望する企業や自分のライフスタイルに

合った働き方ができる企業の「職場見学会」を開催した。見学する企業は自身の希望

する職種、働き方等から決定し、実際に訪問して仕事の様子を見学し、働いている人

に話を聞くことができる。自身の目で直接見て話を聞くことで、仕事や職業への理解

を深め、就業意欲の向上につなげられる可能性が高まる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【就職マッチングイベント】 

  

 職場見学会は、修了者が企業を見に行く（訪問する）会であったが、一方、修了者

と求人企業との出会いの場として、「就職マッチングイベント」も開催をした。 

一度に様々な企業担当者と直接話ができる場は、不安を抱えながら就職活動を行

う女性にとっては有益な機会の一つである。応募前に複数企業の担当者と直接対話

できる点が最大の魅力であり、対話により仕事選びの視野が広げることや働くにあ

たっての様々な不安が解消されることが期待できる。時には、潜在的な求人の紹介を
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受けらえることもある。これらは、参加者の就職活動を一歩先に進める契機にもなる。 

就職マッチングイベントで、参加修了者は企業担当者との直接対話により、仕事内

容や働き方、職場の雰囲気等を知ることができ、また対話の中で自分のキャリアや

希望等を企業担当者に伝えることもできる。自ら聞いて話すことで、自己理解や仕事

理解が深まっていく。 

今回の事業では、令和７年２月に、試行実施場所である山口市と周南市において就

職マッチングイベントを行った。求人応募前に企業と出会う体験をすることで自身

が実際に就職活動を経て働くイメージを具体化し、就労への意欲をより高めること

ができた。 

参加企業は、修了者の希望（働き方や職種等）にあった企業に個別に声掛けをし、

開拓を行った。参加時には、採用担当者１名が求人内容の説明をし、そして、子育て

と仕事を両立しながら働いている女性職員もしくは長く離職していたが再就職した

女性職員１名の計２名で来られるケースがあった。このケースの場合は、求人内容の

説明ができるだけでなく、女性職員が修了生の状況に合致するため修了生が更に親

近感を持って話がきける状況でもあり、今回の対象者に非常に合ったケースであっ

たように感じた。ただし、そういった女性職員の参加が難しい場合でも、女性職員の

働き方やケース事例の話により、だんだんと修了者が前のめりで話を聞いていた様

子が印象的であった。自分の働く姿が想像できる機会になったように感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

就職マッチングイベントの様子 
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【有益な情報の提供】 

 

  こうした取組の他にも、各自治体が主催する同様の就職マッチングイベントやセ

ミナー等、受講者の特性に合う情報を積極的に案内し、希望者が参加した。また、求

人情報の提供も行い、受講者の修了後の就職支援をした。 

  中には就職活動と共に子どもの預け先を考える必要がある修了者もいたため、そ

の場合は市役所の窓口の紹介や申込スケジュールの確認を一緒に実施した。 

 

 

 （ウ）女性求職者仲間の情報共有の仕組みづくり 

 

 修了後はステップアップサポーターや他の受講者と顔を合わせることも少なく

なり、気軽に話すことが難しくなる。特に就職活動は同じような選考の流れであっ

ても業界や企業、求人内容等により全く異なる経過をたどるため、活動の一つひと

つに疑問や迷いが生じやすい。受講者にとって修了後の数か月はまさにこの大変

な時期にあたり、一人で乗り切れるか大きな不安を感じる人も多いとみられた。ま

た、新たな学び等就職以外の活動についても情報交換をしたいという声が聞かれ

た。そこで、受講中に開設したオンラインコミュニティ「コミュ×コミュ room」
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を修了後も継続し、ひと月に 1回程度実施することとした。受講中と同様にテーマ

は設けず、相談や情報交換等何でも話せるようにした。 

試行３回目後期ではオンライン交流会に加えて対面での交流会も実施し、各受

講者の状況や希望に合わせて参加できるようにした。オンラインと対面のどちら

においても、参加者は共に学んだ仲間の顔を見るだけでも安心でき、さらに話し合

うことでリフレッシュできる時間となったようである。 

 就職が決まった後も、内定後や勤務開始後も様々な不安や戸惑いを覚えやすい

時期となる。内定を得た人が職場に慣れ、定着するための支援も重要である。コ

ミュ×コミュ room には定着支援の役割も持たせ、就職後も何でも相談できる窓口

としても活用した。 

  

 

④伴走支援の実施効果 

 

以上のように伴走支援においては、受講検討段階から受講、修了、就職支援に至るま

でのあらゆる不安や悩みに寄り添う個別支援の他、様々な専門分野や経験を持つ支援

者によるチームでの支援、さらには受講者同士の相互支援まで、多様な策を講じた。 

受講検討段階から修了までの伴走支援については、修了時の受講者アンケート調査

からその成果を検証、考察する。 

また、必要な項目については、ここからルームでも参加者を対象としたアンケートを

行い、情報を得た。以下、検証結果および今後の課題等についての考察を記す。 
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（ア） 学習方法について 

 

対面・オンライン・オンデマンドの形式ごとに質問した。 

対面およびオンラインについてはすべての試行で「良かった」「やや良かった」の肯

定的な意見が 90％を超えた。 

対面では「集中できる」「わからない点をすぐに質問できる」「他の受講者から刺 

激を受けながら学べる」等の声が多く挙がり、その利点を実感できた人が多かったと

みられる。オンラインでは「リモートワークのイメージが持てる良い経験になった」

との声が多く、今後の就労に向けての手ごたえやヒントを得る機会となった。「子供

の体調不良で通学できない時に助かった」「通学の負担がなく時間を有効に使えた」

等、制約の多いターゲット層の女性には利点の多い方法であることも確認できた。一

方でオンラインに不慣れな人から「トラブルや不明な点が多かったが、質問したい時

に挙手しづらかった」、在宅の未就園児を持つ人から「子どもがいて集中できなかっ

た」といった声が挙がり、オンラインはその効果が受講者それぞれの持つスキルや受

講環境によって異なることも明らかになった。  

    オンデマンド受講は評価が分かれた。「良かった」「やや良かった」の回答は試行 

３回目前期 73％、試行 3回目後期 57％となった。「内容が難しい」「視聴する余裕が 

なかった」という意見が多く、「自分のペースで進められる」という利点は理解しつ 

つも、学習時間の確保等スケジュール管理の難しさを痛感した受講者が少なくな 

かったようだ。 

    三つの形式を組み合わせての講座実施としたことで、受講者はそれぞれの形式の 

違いや良さを実際に体験して知ることができたが、それぞれの形式の組み合わせ方 

やバランスを検討し、よりターゲット層のニーズに沿った講座を提供していく必要 

があるだろう。 
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試行 3回目後期 試行 3回目前期 
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（イ） 個別伴走支援について 

 

    受講者に対し個別に行う３つの支援（開講前プレプログラム、受講中の振り返り

シート、キャリアコンサルティング）に関して、満足度を尋ねた。 

 

 【プレプログラム・キャリアコンサルティング】 

   

    「あって良かった」と「ややあって良かった」の二つの選択肢を肯定的な回答とし

てその割合を見ると、プレプログラムとキャリコンサルティングは特に高評価で

あった。試行３回目前期ではともに肯定的な回答が 100％となり、試行３回目後期で

もプレプログラムが 84.2％、キャリアコンサルティングが 100％となった。個別で

じっくり話を聞いてもらうことに対するニーズが確実に存在していることを確認で

きた。不安や疑問の解消だけでなく、新たな気づきを得られることに価値を感じる人

が多かったことがわかる。 

 

   【振り返りシート】 

 

    振り返りシートについても試行３回目前期で 93.3％、アドバンスコースで 73.7％

の人が肯定的にとらえていた。試行３回目後期の数値がやや低いのは、学習管理シス

テムの中のフォームに入力するようにしていたことが一因ではないかと考えられる。

フォーム入力は紙の用紙のように授業終了時に提出する必要はないが、時間がたつ

につれて学習の記憶が薄れることから、後ほどの作成を難しく感じた人も多いとみ

られる。各人のパソコン入力のスキルも一因となった可能性はあるが、こうしたツー

ルを使うことは仕事で様々なツールを使う際に適応しやすくなる効果もある。 
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（ウ） 放課後の交流について 

 

【コミュ×コミュ room】 

  

学習管理システム内の Teams を活用したオンライン交流会「コミュ×コミュ room」

については、参加した人全員から、「参加して良かった」、「やや参加してよかった」の

肯定的な回答が得られた。都合がつかず参加できなかった人からも、「参加できなかっ

たが、あって良かったと思う」との回答が多くあった。「皆さんがそこで親睦を深めて

とても楽しそうにしていたので、あってよかったと思う」、「参加はできなかったが、な

かなかゆっくり話せる場がないので良いと思う」といった詳しい感想も寄せられてお

り、参加した他の受講者から聞いた内容からその雰囲気の良さが伝わっていたことが

わかる。 

試行３回目前期に比べ試行３回目後期の参加率が低かったが、これは開講期間が受

講者の多忙な時期に重なったことやオンデマンド学習等課外の課題も多いこと等から、

都合をつけるのが難しかったためとみられる。 

 

 

試行 3回目前期 

試行 3回目後期 
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【ここからルーム】 

 

外部ステップアップサポーターによる交流会であるここからルームについても

「参加して良かった」、「やや参加してよかった」との回答が試行３回目前期で 80％、

試行３回目後期で 57.9％となった。「講座等では話さない内容も話す機会があり楽し

めた」、「講座のことや日常のこと等、皆さんと共有できてうれしかった」との感想も

あり、普段とは異なる雰囲気の中で話すことで交流が深まり、リフレッシュや意欲向

上につながった。 

ここからルームもコミュ×コミュ roomと同様、試行３回目前期に比べ試行３回目

後期の参加率が低かった。ただ、ここからルームに一度も参加できなかった人がいる

一方で、３回すべてに参加した人も８人いた。参加できた人にとっては非常に多くの

収穫が得られる機会であったとみられることから、今後開催日程の工夫等でより参

加しやすい環境づくりを行えば、さらなる活性化が可能になるのではないかと考え

る。 

 

 

試行 3回目前期 

試行 3回目後期 
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⑤伴走支援のまとめ 

 

試行３回目前期・後期では、それまでの試行の経験を活かして改善をしながら、受講

者の意欲的な学びの継続とその先のキャリア形成のための支援に取り組んだ。 

完全版の試行３回目となるとプログラム内容は高度になり、開講期間も長くなった。

さらに２会場での開催となり対応エリアも広がった。そのような中で多様な人々にプ

ログラムの情報を届け、集まった一人ひとり寄り添った支援を行うため、新たな方策も

多数取り入れながら進めた。 

個別支援においては、受講前から修了、そして修了後も継続的に行うステップアップ

サポーターとの対話（キャリアコンサルティング）の強化により、不安の軽減や受講・

就職意欲の維持向上を目指した。受講者が抱える多様な不安や悩みに対しては、多分野

の支援者がチームとなり情報共有をしながら、包括的に支援を行った。さらに、学習し

たことを実践しながら交流できるオンライン勉強会やコミュニティ等、受講者同士も

チームとなり、お互いに支え合う水平的人間関係の構築を目指した取組もあった。例え

ば、当初は担任が場を設定して開始した勉強会は、学習以外のことも話すコミュニティ

の設置につながり、最終的には受講者が独自に運営する別のコミュニティを立ち上げ、

試行 3回目前期 

試行 3回目後期 
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修了後もつながることができる場所にまで発展した。また、無料の託児を利用した受講

者にとっては、同年代の子どもを持つ母親同士のコミュニケーションが強化されると

いう効果も得られ、重要な役割を果たしたようである。 

これらのことから、受講者とステップアップサポーターの１対１の関係に他の支援

者や受講者の存在が加わることで、その関係は縦横に伸び、大きな力になることを改め

て実感した。 

講師やステップアップサポーターから細かな支援を受けていた受講者が、自信を

もって自ら考え行動する「自走型の人」に変化し、クラス全体を「自律的」に動かすよ

うになったことは、様々な支援を織り交ぜながら取組んできたことの成果ではないか

と考える。 

 取組の中には、今後改善が必要なものもいくつかある。また修了後の就職支援は、ま

だ継続中である。現状をしっかりと整理し、引き続き受講者に寄り添いながら、今後も

より良い職業訓練パッケージの開発と就職支援に尽力していきたい。 
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第３章 おわりに 

 

 本事業では、約１年半にわたり、長期離職者又は離転職を繰り返している方に対し、訓練

前から就職までの個別・集団による伴走支援を行ってきた。 

 これまでの受講者数はのべ 120名に上った（単発のスタートアップセミナー含む）。年齢

層は 20 代から 60 代まで、子育て真っ最中の人も子育てを終えた人も、すぐにでも働きた

い人も少し先と考える人も、実に多様なパーソナリティーを持つ女性達が共に学び、ICTス

キルの習得だけでなく、自身を見つめなおしキャリアを考える力、仲間と協働しチーム力を

高める経験を得ることができた。 

一見あまり接点がなさそうに見える女性達であるが、そこには、子育てや介護、新たな人

間関係の構築等により、「仕事をすることや新しい世界に飛び込むことに不安を抱えている」

という確かな共通点があり、「その不安を乗り越えて、社会に踏み出したい」という気持ち

も同じであった。私たちは一人ひとりに寄り添う個別の支援をしながら、共に集う場づくり

等集団の支援も行うことで、受講する女性達は仲間との共通点に気づき、共感しながら互い

を高め合える関係性を作り上げていった。本事業の支援の手法であるトータルサポートシ

ステムは子育て中の女性だけでなく、他の理由からの制約により不安を抱える女性への支

援にも活用しうるものであり、不安の内容が異なっていても、共に学び成長できる環境づく

りをすることができるといえるだろう。 

昨今、価値観の多様化とともにこれまでにない働き方が生まれ、その自由度も増してき

ているように見えるが、一方で多数の選択肢の中から自分に合うものを発見し選択してい

く困難さも増している。一人が複数の役割を同時に演じながら生きていくこの世の中で

は、学ぶという役割も大切な選択肢の一つであるが、複雑に絡み合う他の役割の中に学び

をどのように組み入れていくか考えるのは容易でないという人もいる。また既存の方式で

は取り入れていくのがどうしても難しいという場合もある。それらに対応し、既存の方式

の良い点を引き継ぎながら新たな方法も積極的に取り入れ、対象者が利用しやすい形に再

構築したものが本事業のパッケージであった。パッケージの構築と企画運営は試行錯誤の

連続で、必ずしも成功ばかりではなかったが、そうした課題も含め、このパッケージのシ

ステムやノウハウが今後世の中で共有され、様々な属性の人々が皆で共に学び、社会で活

躍するための一歩を踏み出すきっかけになれば幸甚である。 
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本書は、厚生労働省の委託事業として、学校法人 YIC学院が実施した、「受講者

の特性に対応した教育訓練手法の構築・普及促進事業（教育訓練手法構築実施

団体等）」における「DX推進ができる ICT活用サポーター養成訓練プログラム

の開発とその実効性を高める地域密着型女性求職者トータルサポートシステム

の構築」の成果を取りまとめたものです。 


